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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

　

本
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
要
請
を
、
本
会
文
化
教
室
、
鴨

沂
会
館
利
用
者
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
伝
達
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
本
会
に
要
請
の
あ
っ
た
福
祉
施
設
及
び
病
院
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
二
十
一
回
派
遣
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
代
表
者
は
、
活
動
内
容
を
記
し
た
助
成
申
請
書
と
活
動
報

告
書
を
提
出
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
委
員
会
が
作
成
し
た

基
準
に
基
づ
い
て
助
成
費
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
記
録
」

鴨
沂
会
華
道
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
カ
ラ
フ
ル
ハ
ウ
ス
藤
森

　

十
一
月
の
一
週
間
の
一
定
時
間
に
、
障
害
を
持
つ
子
供
達
に
お
花

を
教
え
て
も
ら
え
な
い
か
と
の
依
頼
。
子
供
達
が
養
護
学
校
を
終
え

た
時
間
帯
（
学
童
保
育
の
様
な
）
に
お
花
を
さ
せ
た
い
と
の
事
で
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

①
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日　

 

杉
田　

福　

　

子
供
達
は
、
好
き
な
お
花
や
色
の
合
う
お
花
を
何
種
類
か
選
び

ま
し
た
。
そ
し
て
花
器
・
オ
ア
シ
ス
（
水
を
含
む
ス
ポ
ン
ジ
）
へ
、

あ
る
も
の
は
長
い
ま
ま
、
ま
た
あ
る
も
の
は
短
く
切
っ
た
り
斜
め

に
し
た
り
と
、
子
供
達
は
自
由
に
お
花
を
差
し
、
そ
れ
は
ま
る
で

お
花
畑
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
で
す
。
子
供
達
が
日
常
自
然
を
良

く
観
察
し
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

②
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日 

　

岡
田　

智
恵
美　

　

私
が
行
っ
た
日
は
小
学
校
三
年
生
〜
高
三
の
生
徒
が
お
り
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
一
人
ず
つ
好
き
な
花
を
取
り
、
思
う
様
に
生
け
、

少
し
手
直
し
を
す
る
様
な
感
じ
で
、
約
一
時
間
半
の
時
間
を
費
や

し
ま
し
た
。
子
供
達
と
穏
や
か
な
一
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し

た
。

鴨
沂
会
茶
道
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ケ
ア
ハ
ウ
ス　

サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
向
島

③
平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日　

受
講
者
十
五
名

　

入
居
者
を
対
象
に
お
茶
会
。
殆
ど
の
方
が
マ
イ
カ
ッ
プ
を
お
持

ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
服
差
し
上
げ
ま
し
た
。
常
田
・
点
前
、
矢
島
・

水
屋
、
真
継
・
説
明
で
一
時
間
と
っ
て
も
な
ご
や
か
な
お
席
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
庭
の
山
野
草
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
楽
し
ま
れ
、
私
共
も
幸
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
平
成
二
十
八
年
六
月
九
日　

常
田
・
真
継
・
大
橋

　

風
炉
棚
薄
茶
点
前
を
常
田
が
、水
屋
か
ら
の
点
出
し
を
大
橋
が
、

真
継
が
説
明
と
運
び
を
し
ま
し
た
。庭
の
茶
花
を
と
て
も
喜
ば
れ
、

笑
顔
一
ぱ
い
で
と
て
も
な
ご
や
か
な
茶
会
で
私
共
も
心
が
な
ご
み

ま
し
た
。

⑤
平
成
二
十
八
年
十
月
十
三
日　

高
野
・
大
橋
・
真
継

　

参
加
自
由
で
男
性
が
二
人
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
高
野
さ
ん
の
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点
前
で
思
い
出
の
茶
碗
で
一
服
。
点
出
し
で
二
服
を
の
ん
で
い
た

だ
き
、
と
て
も
な
ご
や
か
で
し
た
。

⑥
平
成
二
十
八
年
十
二
月
八
日　

常
田
・
大
橋
・
真
継

　

茶
会
形
式
で
皆
に
二
服
お
茶
を
の
ん
で
い
た
だ
く
。
二
か
月
に

一
度
お
伺
い
し
ま
す
と
お
顔
も
お
ぼ
え
ら
れ
な
ご
や
か
な
ひ
と
時

で
し
た
。

⑦
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日　

吉
田
・
大
橋
・
真
継

　

軸
・
花
の
説
明
・
季
節
の
和
菓
子
を
い
た
だ
き
、
京
都
の
年
中

行
事
の
お
話
が
出
て
楽
し
そ
う
。
十
二
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
持

参
し
た
椿
を
写
生
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
同
年
代
の
方
た
ち
ば
か

り
、淡
々
斎
時
代
の
お
話
も
で
て
楽
し
く
一
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

書
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
青
谷　

京
子　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
洛
和
会
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
山
科
東
野

⑧
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日　
　
　
　
　
　

　

老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
十
三
名
へ
の
書
道
指
導
を
し
ま
し
た
。
五

名
と
八
名
に
分
け
、
各
々
の
状
態
に
合
わ
せ
、
手
本
書
き
と
添
削
、

名
前
も
書
い
て
も
ら
い
作
品
と
し
て
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
朱
墨
丸
に
は
、
大
変
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

⑨
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

　

今
月
は
希
望
者
が
多
い
為
、
三
階
の
入
所
の
方
に
限
定
さ
れ
十

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
桜
、
花
、
美
、
柳
緑
等
の
手
本
を
見
て
、

車
椅
子
の
方
四
名
も
含
め
半
紙
に
書
か
れ
ま
し
た
。
朱
墨
に
て
赤

丸
を
付
け
、
各
部
屋
に
貼
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ミ
モ
ザ

⑩
東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
名

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
三
日　

参
加
三
十
余
名

　

四
月
の
お
誕
生
日
会
に
訪
問

し
、H

appy Birthday

か
ら
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
第
一
楽
章
（
ビ
バ
ル
デ

ィ
）
―
バ
イ
オ
リ
ン
、
ひ
ら
い
た

ひ
ら
い
た
、
シ
ャ
コ
ン
ヌ
（
パ
ー

セ
ル
）
―
リ
コ
ー
ダ
ー
他
、
お
菓

子
と
娘
―
ソ
プ
ラ
ノ
、ワ
ル
ツ
（
シ

ョ
パ
ン
）
―
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
、

「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」「
牧

場
は
緑
」
を
歌
っ
た
り
、
手
遊
び

を
や
っ
て
み
ま
し
た
。
簡
単
な
手
拍
子
な
ら
す
ぐ
で
き
て
、
笑
顔

も
で
ま
し
た
。
最
後
に
、「
こ
い
の
ぼ
り
」
は
よ
く
お
ぼ
え
て
ら

れ
る
よ
う
で
、
全
員
う
れ
し
く
歌
い
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
う
れ
し
く
、
み
な
さ
ん
も
熱
心
に

耳
を
す
ま
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
も
使
わ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
音
色
を
楽
し
め
ま
す
。

⑪
天
神
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
名

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日　

参
加
三
十
余
名

　

デ
イ
ケ
ア
に
来
て
お
ら
れ
る
高
齢
の
方
々
に
、
生
の
音
楽
を
届

け
ま
し
た
。
器
楽
（
バ
イ
オ
リ
ン
、ピ
ア
ノ
）、歌
唱
（
ボ
ー
カ
ル
、
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ピ
ア
ノ
）
で
、
六
十
才
代
二
名
、
三
十
才
前
二
名
と
い
う
グ
ル
ー

プ
構
成
で
す
。
バ
イ
オ
リ
ン
―
金
婚
式
・
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
・
メ
ヌ

エ
ッ
ト
な
ど
、
ピ
ア
ノ
―
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
・
子
犬
の
ワ
ル
ツ
、

ボ
ー
カ
ル
―
青
い
山
脈
・
リ
ン
ゴ
の
歌
・
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
な
ど
で
、

一
時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
静
か
に
集
中
し

て
聞
い
て
い
た
だ
き
、
手
拍
子
な
ど
も
で
て
、
な
ご
や
か
に
進
み
、

夏
の
思
い
出
・
虫
の
声
な
ど
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。「
ぜ
ひ
、
又

来
て
！
」
と
声
が
か
か
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
つ
つ
、
お
い

と
ま
し
ま
し
た
。

⑫
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伝
書
バ
ト
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
名

　

支
援
学
校
の
す
ぐ
近
く
の
新
し
い
一
軒
家
の
家
庭
的
な
施
設

で
、
明
る
い
リ
ビ
ン
グ
に
十
名
程
の
高
齢
の
皆
様
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
シ
ャ
ン
と
し
た
方
が
多
く
、
集
中
し
て
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
―
ク

リ
ス
マ
ス
曲
、
ガ
ン
バ
―
イ
ギ
リ
ス
民
謡
、
う
た
―
も
み
じ
・
た

き
火
・etc.

、
リ
コ
ー
ダ
ー
―
わ
ら
べ
歌
・
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
、

ピ
ア
ノ
―
メ
ヌ
エ
ッ
ト
・
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
、
手
拍
子
―
ク
シ

コ
ス
ポ
ス
ト
・
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
・
リ
ン
ゴ
の
唄
を
熱
心

に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
私
共
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

⑬
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
五
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
名

　

二
月
の
お
誕
生
会
に
招
か
れ
、
四
十
名
近
く
の
高
齢
の
皆
さ
ま

に
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
春
よ
こ
い
、
リ
ン
ゴ
の
唄
、
ひ
な

ま
つ
り
を
共
に
歌
い
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
ア
ベ
マ
リ
ア
、
鳥
の
歌

etc.

）
ピ
ア
ノ
連
弾
（
く
る
み
割
り
人
形
よ
り
）
を
手
拍
子
、
鈴

な
ど
も
入
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ロ
ー
ズ
の
会　

東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
名

⑭
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
七
日　

　

今
回
の
演
奏
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
サ
ッ
ク
ス
、
ピ
ア
ノ
、
歌
唱

で
メ
リ
メ
ロ（
仏
・ゴ
チ
ャ
マ
ゼ
）と
い
う
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
形
態（
作

曲
家
に
編
曲
依
頼
）
で
、
日
本
歌
曲
、
バ
ッ
ハ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

曲
な
ど
、
幅
広
く
並
べ
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
れ
い
な
声

で
一
緒
に
「
七
夕
さ
ま
」
を
歌
わ
れ
、
車
イ
ス
で
「
こ
の
道
」
を

口
ず
さ
ま
れ
ま
し
た
。「
昔
の
歌
は
歌
詞
も
し
っ
か
り
覚
え
て
る

よ
」
と
声
が
か
か
り
、
選
曲
も
ド
レ
ス
も
良
か
っ
た
と
賛
辞
も
嬉

し
く
や
り
が
い
あ
り
ま
し
た
。
入
所
者
に
加
え
て
、
デ
イ
ケ
ア
の

方
々
も
参
加
さ
れ
、
三
十
名
位
の
聴
衆
で
し
た
。

京
都
梅
若
会　
朝
優
支
部

京
都
市
本
能
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

⑮
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
名

⑯
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
九
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
名

　

来
所
者
が
約
三
十
五
名
。
民
謡
、
童
謡
、
詩
吟
等
全
十
二
曲
を

歌
い
ま
し
た
。
職
員
は
じ
め
皆
さ
ん
に
歌
詞
を
配
布
し
、
声
を
出

し
て
楽
し
く
歌
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
全
体
が
一
体
に
な
っ

た
よ
う
に
大
き
な
声
で
賑
や
か
に
、
笑
顔
で
、
楽
し
い
一
時
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
口
ず
さ
ん
で
こ
ら
れ
た
民
謡
や
童
謡



39　鴨沂会誌　154　2017

に
人
気
が
あ
り
、
今
回
は
、
特
に
元
気
で
積
極
的
な
方
が
多
く
居

ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

⑰
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
名　

　

来
所
者
が
約
三
十
五
名
。
民
謡
、
童
謡
な
ど
十
二
曲
を
歌
い
、

踊
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
歌
詞
を
配
布

し
、
昔
か
ら
口
ず
さ
ん
で
こ
ら
れ
た
民

謡
や
童
謡
に
人
気
が
あ
り
知
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
声
を
出
し
て
楽
し
く
歌
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
も
元
気
で
積
極

的
な
方
が
お
ら
れ
、独
唱
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
太
鼓
を
一
人
で
叩
か
れ
た
り
も

し
ま
し
た
。
会
場
全
体
が
一
体
に
な
っ

た
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
ふ
じ
の
花

京
都
壬
生
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風　

⑱
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
一
名

　

女
性
コ
ー
ラ
ス
前
半
は
、
仏
教
讃
歌
二
曲
と
歌
謡
曲
三
曲
を
歌

い
、
後
半
は
、
施
設
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
、
唱
歌
や
昔
の
歌
謡

曲
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。

京
都
第
三
錦
林
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス

コ
ー
プ
葵
湯
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

⑲
平
成
二
十
八
年
九
月
十
三
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
七
名

　

コ
ー
ラ
ス
を
歌
っ
て
ほ
し
い
と
ご
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
、
昨
年

の
九
月
に
歌
い
に
行
っ
た
コ
ー
プ
葵
湯
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
で
し

た
。
伴
奏
者
・
指
揮
者
を
含
め
て
七
名
で
と
い
う
ご
希
望
で
し
た
。

曲
目
は
、
紅
葉
・
赤
と
ん
ぼ
・
虫
の
声
・
た
き
火
・
冬
景
色
・
故
郷
・

旅
愁
・
埴
生
の
宿
。
先
方
の
ご
希
望
は
、里
の
秋
・
と
ん
が
り
帽
子
・

月
の
砂
漠
・
知
床
旅
情
・
荒
城
の
月
・
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
・
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
、
十
五
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
和
や
か
な
テ
ィ
タ
イ
ム
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ソ
ン
グ
バ
ー
ド

特
別
養
護
施
設
東
九
条
故
郷
の
家
京
都

⑳
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
九
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
名

　

歌
（
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
歌
、
皆
で
歌
え
る
歌
）
ピ
ア
ノ

ソ
ロ
（
シ
ョ
パ
ン
の
仔
犬
の
ワ
ル
ツ
、
有
名
な
曲
）
華
や
か
な
舞

台
ス
テ
ー
ジ
を
と
の
要
請
に
、
ド
レ
ス
、
靴
を
用
意
し
て
披
露
し

ま
し
た
。

　ハ
ー
モ
ニ
ー
啓

京
都
修
徳
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

㉑
平
成
二
十
九
年
三
月
十
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
十
五
名　

　
「
修
徳
」
早
春
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
出
演
：
社
会
福
祉
法
人

京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
修
徳
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
主
催
の

早
春
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
す
る
。
今
回
漸
く

実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。
施
設
の
性
格
上
、
老
人
中
心
で
特
に
体
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力
的
に
長
時
間
の
演
奏
は
鑑
賞
に
問
題
が
あ
る
の
で
四
十
分
ぐ
ら

い
の
短
時
間
で
終
わ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
た
。
聴
く
人
の
心

の
安
ら
ぎ
に
な
れ
ば
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ふ

る
さ
と
の
四
季
」
メ
ド
レ
ー
十
二
曲
（
源
田
俊
一
郎
編
曲
）「
え

ん
ぴ
つ
の
歌
」「
手
」（
中
田
喜
直
作
曲
）
な
ど
ハ
ー
モ
ニ
ー
啓
の

合
唱
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

留
学
生
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
支
援

　

文
化
教
室
で
培
っ
た
伝
統
文
化
の
知
識
と
手
技
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
高
校
留
学
生
に
対
す
る
伝
統
文
化
体
験
学
習

会
を
開
催
、
ま
た
外
国
人
留
学
生
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
は
文

化
教
室
に
お
い
て
個
別
指
導
を
行
い
、授
業
料
の
一
部
を
支
援
し
た
。

さ
ら
に
、鴨
沂
会
員
に
よ
る
留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
た
。

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

茶
道
教
室
　
裏
千
家
　
講
師
　
真
継
　
宗
美

受
講
者
：
ヤ
ン
・
グ
リ
ガ
ド
（
ド
イ
ツ
人 

京
都
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
）

授　

業
：
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
・
六
月
十
六
日

華
道
教
室
　
草
月
流
　
講
師
　
木
平
　
珠
影　

受
講
者
：
ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ン
グ
（
ド
イ
ツ
人
映
像
作
家
）

授　

業
：
平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日

受
講
者
：
ミ
ル
コ
・
ヒ
ン
リ
ク
ス
（
ド
イ
ツ
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
）　

　
　
　
　

ジ
ル
ヴ
ィ
オ
・
シ
ェ
ラ
ー
（
ド
イ
ツ
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　
　
　
　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
フ
ァ
ウ
ス
ト

 

（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
）

授　

業
：
平
成
二
十
九
年
三
月
十
一
日

「
華
道
を
通
じ
た
国
際
交
流
」

　

 

知
見
佳
寿
已　

　

平
成
二
十
八
年
三
月
、
鴨
沂
会
華
道
教
室
に
四
名
の
ド
イ
ツ
人
が

体
験
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
テ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
ド
イ
ツ

政
府
が
設
立
し
た
国
際
文
化
交
流
機
関
）
に
招
聘
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の

芸
術
家
の
方
々
で
す
。

　

最
初
に
訪
れ
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ン
グ
さ
ん
と
い
う
映
像
作
家
が
木
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